
これからの老後を考える 
   

 平成29年５月20日 

縄手南公民分館 

本日はお集まりいただきありがとうございます 



～２９年４月から新たに始まる 

まちを変える介護予防・
日常生活支援総合事業 



■高齢者がどんどん増えている！ 

高齢化率（65才以上の人が人口の中に占める割合）が 

27％を超えました 

●4人に１人は高齢者 

  そのうちの半分は、75才以上（後期高齢者） 

  平均寿命 男：   女： 

 

●昭和25年（1950年）は、高齢化率は5％（20人に1人）だった 

 

●平成72年（2060年）には、40％に達する予測（10人に4人） 

  「右を向いても左を見ても、高齢の人ばかり」の時代がやってくる 



■介護保険制度はありがたい 

 2000年（平成12年）4月施行 

 

 家族の介護負担と介護費用負担から解放 

    社会全体で支える仕組み 
 

 









 介護保険財政のピンチ 

   介護保険制度を持続可能なものにしていくための制度づくりが必要 

   安定財源の確保 

 

 

 

 

 

 

 

  介護保険法の改正（平成27年） 
 



 生活支援・介護予防の充実 （介護予防事業が大事） 

市町村が地域の実情に応じて、きめ細かに実施 

   要支援の人へのサービスを、国から市町村へ移す 

   要支援の人のほか、サービスの対象者を広げる 

   サービスの幅を広げる 

 

事業者だけでなく、住民主体の取組みを含めた多様な主体に担ってもらう 

   自治会・老人会・ＮＰＯ法人など                             
   地域の支えあいが大事 

 

これまで高齢者は支えられる側と考えられていたが、支える側にも回って
もらう 

 



 ２０２５年問題 

   ７５才以上になると、要介護率が高くなる 

   団塊の世代の人が、２０２５年に後期高齢者になる 

 

 ２０２５年を目途にして 

   地域包括ケアシステム 



高齢者が住み慣れた地域で、人生の最後まで自分らしい
暮らしができるように、地域で支え合うしくみをつくる 



 地域包括ケアシステムの一番大事な事業として 

   介護予防・日常生活支援総合事業 















みなさん 
  ありがとうございました 

中西のぶひろ 

東大阪市議会議員 


